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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、染色体工学技術を用いてマウス染色体末端へヒト21番染色体の特定の領域を

転座させるシステムを確立し、マウス個体においてMb単位のヒトゲノムを安定に維持でき

るか検討したものである。その結果、マウス染色体末端に転座させた4Mbのヒト21番染色体

領域は安定に子孫に伝達され、マウス個体の全組織においても高い保持率を示し、且つヒ

トと同様の遺伝子発現パターンが確認された。本新規トランスクロモソミックシステムは、

マウス個体での遺伝子機能解析への有用性に加え、ゲノム編集技術を組み合わせることに

よりヒト型モデルマウスの作出に重要なツールとなることが期待され、明らかに学術水準

を高めたものと認める。 

 

 2 


